
1

領域代表挨拶

領域代表あいさつ
長谷　あきら（京都大学大学院理学研究科）

早いもので、新学術領域研究「植物の環境感覚：刺激受容から細胞応答まで」も、折
り返し地点を迎えました。手前味噌ではありますが、ようやく活動も軌道に乗り、この
領域が目指すところも明瞭になりつつある手ごたえを感じています。ご存知のように、
本領域では、植物分野外の研究者との連携による新技術の開発を軸に、全く新しい植物
の環境感覚システム像の構築を目指しています。これを実現すべく、研究項目 A03では、
植物分野外の専門家３チームが中心となって研究を推進するとともに、班会議やワーク
ショップを通じて、新技術の領域内への普及に努めてきました。今回はこれらの活動に
ついて、かいつまんで報告いたします。
　まずは新技術開発の進捗状況です。計画研究キ（神原班）「単一細胞遺伝子発現解析
技術」では、数十細胞からなる植物組織片から cDNAライブラリーを作製し、複数の
遺伝子のコピー数を計測することに成功しました。今後は、領域内外への本技術の普及
に努めるとともに、網羅的解析への拡張も模索する予定です。計画研究ク（高橋勝利班）
では、植物解析への質量顕微鏡技術（質量分析計を用いたイメージング）の応用可能性
を模索してきました。最近、組織レベルで任意の質量ピークについて質量顕微鏡像を得
ることに成功し、光や植物ホルモンに対する代謝物応答についても予備実験が順調に進
んでいます。今後の成果が大いに期待されるところです。さらに、計画研究ケ（細川班）
では、フェムト秒レーザーの植物研究への応用を進めてきました。すでに、同レーザー
を用いた顕微手術により、芽生えの避陰応答について新奇性の高い結果を得ています。
また、これまで不可能であった、オルガネラ間の接着力測定にも成功しました。どちらも、
本領域ならではの成果と心強く思います。この他にも、公募班が提供する複数の技術の
普及が進みつつあり、今後の発展が大いに期待されます。領域の後半に向けては、これ
ら新技術の応用の可能性を模索し、新しい植物環境感覚像の構築へ向けた研究をさらに
推進したいと思います。
　さて、本領域の目標を達成するためには、公募班も含めた多彩な班員間の協力が不可
欠です。これを促進するため、技術ワークショップを積極的に開催してきました。すでに、
タンパク質分子構造解析、無細胞タンパク質合成、フェムト秒レーザーに関するワーク
ショップを開催し、赤外レーザー遺伝子発現誘導、質量顕微鏡、単一細胞遺伝子発現解
析についても順次開催の予定です。ワークショップは、単に説明を聞くだけでなく、実
際に現場で手を動かしながら指導を受けられるということで、班員の間でも大変好評で
す。また、もう一つの試みとして、通常の班会議に加え、テーマを絞った分科会を開催
しましたところ、予想以上に活発な議論が行われ、班員間の共同研究を大いに促進する
ことができました。こちらについても、様々なテーマについて順次開催していきたいと
思います。
　シンポジウムの開催も、領域の重要な活動項目です。これまで、班員が中心となっ
て５つのシンポジウムを国内学会に合わせて開催するとともに、昨年度末には、奈良
市・奈良東大寺総合文化センターにおいて、第１回の国際シンポジウムを開催しました
（The 1st International Symposium on Plant Environmental Sensing, Mar 19-21, 2012, Nara, 

Japan）。参加者は、国内約 120名、海外 10名で、奈良市の落ち着いた雰囲気のもと、
植物の様々な環境応答やこれを解析するための新技術について活発な議論が行われまし
た。シンポジウムの内容については、本号、松下氏の記事を参照ください。今後は、本
領域の活動をさらに広めるべく、あまり縁の無かった植物系以外の学会でも、積極的に
シンポジウムを開催していきたいと思います。
　さて、本領域もいよいよ具体的な成果を求められる段階に入りました。研究の後半で
は、これまでに積み上げてきた領域の力を最大限生かしつつ、目的とする新しい植物環
境感覚像の構築へ向け、研究の収斂を図っていきたいと思います。引き続きご支援のほ
どよろしくお願いいたします。


